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１．はじめに 

 現行のネットワークはベストエフォート主体で、リアルタイム性

を伴うマルチメディア情報に対して、安定した通信を保証していな

い。そこで、インターネット上に流れるデータの種類に応じたサー

ビスを提供するためにネットワークQoSを保証する必要が出てき
た。QoSを保証する技術の一つに、Diffserv[1]がある。 
 Diffservはフローを集約することにより、スケーラビリティを確保
し、QoSをクラス単位で行うことである。これにより、バックボーン
などのフローが集中するところでも、あらかじめ決められたQoSを提
供することが可能になる。本稿ではDiffserv網のコアルータにおける
スケジューリング手法の提案とシミュレーション結果について考察

する。 

２．遅延を考慮したDiffserv型スケジューラ  
Diffservにおいて、クラス単位のスケジューリングを可能とする
スケジューラとして用いられているものとして、WRR[2]や
WFQ[3]が一般的である。また、キュー内の滞在時間を用いたスケ
ジューリングとしてWTP[4]がある。 
 従来方式の問題点として、WRRやWFQではある一つのキュー
にパケットが偏ると、優先順位が逆転してしまうことがある。遅延

においても厳密に保証されていない。また、WTPにおいてもネッ
トワーク状況に優先度が左右されすぎて、意図した優先度で送出で

きない問題点がある。 
 そこで、WRRとは別に遅延に関する優先度を設定する。最大遅
延値の保証として、各キュー内に滞在した時間が閾値を上回った場

合、優先的にパケットの送信を行う。通常はWRRを用いたスケジ
ューリングであるが、閾値を上回ると、遅延をもとにした優先度の

スケジューリングに切り替わるハイブリット式スケジューラを提

案する（図２．１）。これにより、遅延を考慮したスケジューリン

グが可能になる。 
 
 
 
 
 

 

        図２．１ 提案手法 

3. シミュレーション評価 

ns-2を用いたシミュレーションによる定量評価を行った。トラ
ヒックのクラスとしてDiffservのＤSCP(Differentiated Services 
Code Point)を利用して３つのクラスを定義する。各ノードから
UDPパケットを送信し、エッジルータからコアルータにパケッ

トが到着した時、最優先(Class1)クラスにパケットが偏った場合

を想定したシミュレーションを行った。今回、WRRと提案手法
の比較を行った。優先制御となった場合、最優先クラスから順に

遅延値0.0001ms、0.001ms、0.03msを保証する。 
４．結果と考察 
各クラスのパケット毎の遅延を図４．１と図４．２に記した。 

シミュレーション結果より、提案手法は各クラスとも最大値遅延

が保証されている。一方WRRは遅延が保証されていないので、パケ
ットが偏った最優先クラス(Class1)においてはキュー内に滞在する

時間が多く、遅延を保証していない結果が得られた。 
５．まとめ 
本稿において、遅延を考慮したDiffserv型スケジューラの比較検討
を行った。結果、各ルータにおいて遅延を保証することが可能になり、

提案手法の有効性を示すことができた。 

 
図４．１  提案手法 

 

            図４．２  WRR 
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